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トラテジー (以下， NP8)， r車揖命」を配慮ゼ、ロとした。本稿ではこれに従っ
て考察するものとする。
本節では作図ivにおける簡略化のために，断る相手の性別には言及しない。















































































(84) ??? ，? ?
を分類することで考察を行う。各表現を以下のとおり分類した。
「あります」類 用事があります，用事がありまして，など
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同友 異友 問先 異先 間後 異後
ロ1 Ia 2 臼3 B4・5
図 9配慮制面の数値
表5配慮評価の平均























1.1 0.961. 0.611 0.54.1 1.15 
1281 1.071 0.621 0.61 1.33 































同友 異友 問先 異先 間後 異後
四男性 ・女性
図 10 相手別 “断らない"を選択した人数 (男女別)
図10に関して，男女別に分けて独立性の検定以にかけたものが表8である。
統計学自強鵬、から言えば， p値 (p叫 ue)が0.05未満(または0.01未満)
のときに有意に差があるという。この表にある p値は 0.05よりははるかに










同友 異友 問先 異先 間後 異後
男性 9(75.0弛) 24(85.7百) 24(75.0弘) 35(81.4%) 12(80.0百) 22(84.6百)
女性 3(25.0%) 4(14.3%) 8(25.0也) 8(18.6%) 3(20.0也) 4(15.4弛)
宮十 12(100.0弘) 28(H)0.0%) 32(100目O略) 43(100日目) 15(100.0覧) 26(100.0也)




女性 14(23.7弘) 16(16.5%) 
計 59(100.0首) 97(1do.0首)
o内は列のパー セント。
性別 (chi-square= 1.2360， df = 1， p-value = 0.2662) 
属性 (chi-square= 0.41 s5， df = 2， p-value = 0.8132) 
表 9棺手別“断らない"を選択した人数(性見1].魔性)
温性友人 先輩 後輩
男性 33(82.5%) 59(78.7%) 34(82.9百)
女性 7(17.5%) 16(21.3%) 7(17.1百)
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